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第１２２号 
令和 ３ 年 ４ 月 １ 日発行 

上山市中部地区公民館 

上山市十日町４番１１号 

TEL/FAX ６７３－２５８８  生活不活発を予防するために、５つのプログラムに基づき受講
しました。①おいしく食べることがからだ作りの基本なのでしっ

かり食べること。屋内で汗をかかない生活を送っていると知らず

知らずに脱水症状になりやすいので要注意。こまめな水分補給に

心がける。②食事前に健口体操を行うと、だ液がよく出るように

なり口が乾燥しにくく、誤嚥性肺炎の予防になる。③声をだして

読むことは自分の声をしっかり聴くことになり、難聴の予防と認

知症の予防になる。④コグニション（認知）とエクササイズ（運

動）を組み合わせたコグニサイズで脳とからだの機能向上が期待

できる。⑤暮らしの中で、掃除のやり方をひと工夫、料理、園芸、

日記をつけるなどの活動を行うことが生活不活発予防になる。 
講話と運動を交え、楽しく大変役立つ講習会となりました。 

２月２４日（水）、２６日（金）、高齢者教室「は

こべの会」で学習会と閉級式が行われました。コ

ロナ禍で家にひきこもりがちになっている会員が

多いとの話があり、体を動かしたいと要望があり

ました。市包括支援センター職員の方に依頼し元

気に生活するためのノウハウをお聞きしました。 

講師の斎藤さん、加藤さん 

少しでも不安なことが

あれば、気軽に相談

してくださいね。 

 



４月～３月（毎週月曜日） 

（生涯学習センター 

グラウンド 

 雨天時、冬期間はピロティ） 

今年度は新型コロナ

ウィルス感染拡大防

止のため事業は行い

ませんでした 

各愛好会とも新型コロナウィルス感染拡大

防止のため、出来る範囲で出来る事を出来

る時に行いました 

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議・研修 （地域づくり委員会ほか）  
４月２２日（水） 

２８日（火） 

５月１２日（火） 

２０日（水） 

   ２２日（金） 

６月 １日（月） 

    ５日（金） 

   ９日（火） 

２５日（木） 

 ８月 １日（土） 

    ４日（火） 

    ７日（金） 

 ９月１５日（火） 

   ２８日（月） 

１０月 ２日（金） 

   ２４日（土） 

１１月 ６日（金）

７日(土) 

 ３月 ８日（月） 

１６日（火） 

   ２２日（月） 

 

公民館職員合同会議 【中止】 

第１回公民館運営委員会 【資料送付】 

第１回中部地区会長会 【資料送付】 

サポーター会議 【中止】 

体育委員会 【延期】 

上山城周辺清掃活動 【延期】 

公民館職員合同研修会 【中止】 

サポーター会視察研修 【中止】 

体育委員会 

第１回公民館清掃 

第１回地域づくり委員会 

上山城周辺清掃活動 

第２回公民館運営委員会 

消防訓練① 【事務局のみ】 

第２回地域づくり委員会 

サポーター会（ひめさゆり種子採取作業） 

第３回地域づくり委員会 

第２回公民館清掃 

第２回中部地区会長会 

第３回公民館運営委員会 

消防訓練② 【事務局のみ】 

一般講座 
６月３０日（火） 

７月１３日（月）   

   １６日（木） 

２１日(火) 

   ３１日（金） 

８月 ３日（月）  

   ２５日（火） 

 ９月 ４日（金） 

１０月１５日（木）  

   ２１日（水） 

２２日（木） 

１１月２０日（金）

２７日（金） 

     〃 

１２月 １日（火） 

    ４日（金） 

   ２０日（日） 

    ２３日（水） 

１月１５日(木) 

   ２１日（木） 

   ２６日(火) 

２８日（木） 

２月 ４日（木） 

七宝焼き教室① 【延期】 

料理教室① 【中止】 

防災講座（各地区１名）  

七宝焼き教室② 【延期】 

七宝焼き教室① 

スマホ教室 【延期】 

施設研修 【中止】 

粘土細工教室  

七宝焼き教室② 

ハーバリウム教室 

史跡めぐり 【中止】 

スマホ教室① 

スマホ教室② 

そば打ち 【中止】 

ブッダナッツアレンジ教室 

ケーキ作り① 【中止】 

ケーキ作り② 【中止】 

しめ飾り作り 

レカンフラワー教室 

手芸講習① 

救命救急講座 

手芸講座② 

手芸講座③ 

グラウンド・ゴルフ 男の料理 
英会話、俳句、短歌、百歳体操 公民館清掃 

救命救急講座 

愛 好 会 ブッダナッツアレンジ 

防災講座 ハーバリウム教室 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育レクリエーション関係 
５月２３日(土) 

６月１９日(金) 

２２日（月）

７月 ６日（月）       

   ２０日（月） 

 ９月 ８日（火） 

    〃 

    〃 

   １７日（木） 

２４日（木） 

１０月１０日（土） 

   ２３日（金） 

   ２８日（水） 

１１月１０日（火） 

   ２４日（火） 

 １月１３日(水) 

 ２月１７日(水) 

ゆっくりウォーキング 【中止】 

街歩きウォーキング① 【延期】 

グラウンド・ゴルフ講習① 【中止】 

グラウンド・ゴルフ講習② 【中止】 

グラウンド・ゴルフ大会 

街歩きウォーキング① 

街歩きウォーキング② 【延期】 

フライングディスクと輪投げ講習 【中止】 

フライングディスクと輪投げ交流会 【中止】 

フライングディスクと輪投げ大会 

地域の宝さがしウォークラリー 

街歩きウォーキング② 

骨盤底筋体操① 【はこべの会共催】 

ヨガ教室① 

ヨガ教室② 

骨盤底筋体操② 【はこべの会共催】 

カローリング 

はこべの会 （高齢者教室） 
４月２０日(月) 

５月２１日(木) 

２７日（水）  

６月１８日（木） 

     〃  

   ２４日（水） 

    ２６日（金） 

８月１９日（水） 

２４日（月） 

９月 ９日（水） 

１１日（金） 

１１月１８日（水） 

   ２０日（金） 

１２月 ３日（木） 

１０日（木） 

 １月２０日（水） 

   ２２日(金) 

 ２月２４日(水) 

   ２６日（金） 

はこべの会役員会 【延期】 

開級式・第１回学習会 【延期】 

公民館美化活動 【延期】 

公民館美化活動  

はこべの会役員会 

１日研修 １回目 【中止】 

１日研修 ２回目 【中止】 

開級式、貯筋運動 １回目  

開級式、貯筋運動 ２回目 

カローリング １回目 

カローリング ２回目 

美化活動 

ふるさとふれあいフェステバル 【中止】 

映画鑑賞、施設研修 １回目 

映画鑑賞、施設研修 ２回目 

歌の教室 １回目 

歌の教室 ２回目 

閉級式、学習会 １回目 

閉級式、学習会 ２回目 

≪学習会≫ ≪サロン≫ 
４月１５日(水) 

５月１３日(木) 

６月１７日（水）  

７月１５日（水） 

８月 ５日（水） 

９月１６日（水） 

１０月２８日（水） 

１１月１８日（水）

１２月１６日（水） 

１月１３日（水） 

２月１７日（水） 

 ３月１０日（水） 

お花見と昼食交流会 【中止】 

スイーツと珈琲で交流会 【中止】 

DVD鑑賞と昼食交流会 【中止】 

健康講座と昼食交流会 【中止】 

食への感謝の昼食交流会 【中止】 

DVD鑑賞と昼食交流会 【中止】 

骨盤底筋体操  

DVD鑑賞 

健康講座（米沢ヤクルト） 

骨盤底筋体操 

カローリング 

上山城雛祭り展 

街歩きウォーキング 

フライングディスクと輪投げ大会 

地域の宝探しウォークラリー 

映画鑑賞、施設研修 

中部地区公民館対象地区 

上・中・下十日町、上・下新丁、北町、栄町、八日町１．２、美咲町、

東町、沢丁、新湯、荒町、八幡丁、仲丁、湯町、湯町新道、軽井沢、

御井戸丁、新町、西山の２２地区です。 

 
美化活動 



                                          
令和３年度 

「はこべの会」 対象  中部地区管内にお住いの概ね６５歳以上の方 

年会費 １,０００円（参加費、郵送費、諸経費等として） 

※内容により別途参加費がかかる場合があります。 

※年会費につきましては、５月開催予定の開級式時

にお持ちください。 

案内  入会いただいた方には学習会のお知らせをハ

ガキにてご案内いたします。 

お気軽に入会いただき、

友達の輪を広げましょう。

楽しく活動しましょう。 

県立博物館前でパチリ 

◎前年度入会いただいている方は申し込み不要です。 カローリングでリフレッシュ 

問い合わせ・申し込み先  上山市中部地区公民館 電話・FAX ６７３－２５８８ 

 ※受付時間は月曜日から金曜日の午前９時から正午、午後１時から午後５時（祝日を除く） 

「はこべの会」４月のサロン 

◎月岡公園で花見をしよう！ 

日時 ４月１４日（水）午前１０時～ 

場所 月岡公園かかし茶屋前集合 

参加費 無料 

申し込み 中部地区公民館まで 

締め切り ４月９日（金） 

※ 雨天の場合は中止 

中部地区百歳体操愛好会４月の活動は

お休みです。 

公民館予約受付時間について 

午前９時から正午、午後１時から午後５時

（窓口・電話）になります。 

◎空き状況の問い合わせ、仮予約、本申請、

納付などを含みます。 

ご理解のほど、よろしくお願いいたします。 

４月の行事予定 

６日 会計監査 

１３日 指定管理移行準備委員会 

１４日 はこべの会サロン 

２０日 公民館職員合同会議 

２８日 第１回公民館運営委員会 

 

２０日の午前中は 

職員不在になります。 

お知らせ 
中部地区英会話愛好会４月の活動は

お休みです。 



４月２８日に第１回公民館運営委員会を開催し、運営目標、事業計画などを決定していただきました。 
各事業への参加は中部地区在住の方が対象になります。お誘いあわせのうえ、興味のある事業にぜ

ひご参加ください。コロナ感染の状況により、事業内容が変更になる場合があります。なお、事業活動中

の写真を公民館だよりに掲載する場合がありますので、ご了承くださるようお願いいたします。  

                                 
 

第１２３号 
令和 ３ 年 ５ 月 ７ 日発行 

上山市中部地区公民館 

上山市十日町４番１１号 

TEL/FAX ６７３－２５８８ 

① 中部地区公民館を地域の人にとって、さらに身近
な公民館にする。 

② 地域内外の団体等との連携や交流を行い、つなが
りを深める。 

③ 地区の人材資源を活用し、地域づくりを推進する。 
④ 体育レクリエーション事業等により、地区のコミ
ュニティを強める。 

⑤ 地域づくり委員会の地域づくり活動をさらに進
め、公民館サポーターの協力を得ながら地域の交

流を広げる。 
⑥ グラウンド・ゴルフ愛好会はじめ各種愛好会の事
業を支援し、積極的に男性の参加を得られるよう

努力する。 

新型コロナの感染防止策の更なる徹

底を図りながら、コロナ禍においても事

業の出来る方策を考えながら、地域の

方々の出会いの場、触れ合いの場、自己

研鑽の場、学習と交流の場を数多くつく

ることにより、人と人とのつながりを強

め、生きがいある豊かな人生に資する。

また、自主的な住みよく潤いのある地域

づくりを推進できるよう、公民館運営に

あたっていく。 

運営方針 重点目標 

はこべの会（高齢者教室） 
健康講座、一日研修、映画鑑賞と施

設研修、歌の教室、公民館美化活動

（２回）など 
（各事業とも２回に分けて実施予定） 
※月１回のサロン（会員の自主活動） 

公民館運営委員会（３回）、管内地区会長会（２

回）、子ども会育成会長会、事業協力員会、サポータ

ー会、指定管理移行準備委員会、地域づくり委員

会、公民館大掃除（２回）、上山城周辺清掃、職員対

象消防訓練（２回） 
会議・研修・地域づくり他 

一般講座 
スマホ教室（２回）、通信大会（短歌）、防災講座、七宝

焼き教室、上山城学芸員講話、レカンフラワー教室、通

信大会（俳句）、川柳教室（２回）、家族蜜蝋ハンドクリ

ーム教室、通信大会（川柳）、家族ケーキ作り教室、しめ

飾りづくり教室、手芸教室（３回）、救命救急講座など 
 

小中学生対象のキックベースボール講習

会、ゆっくりウォーキング西山、街歩きウォ

ーキング（４回）、グラウンド・ゴルフ大会、

フライングディスクと輪投げ大会、地域の

宝さがしウォークラリー、ヨガ教室（２回）、

出前スポーツ教室 
体育レクリエーション関係 

 
公民館事業さ 
来てけらっしゃい 



 退任なされた方々には、これまで公民館活動にご尽力いただきまして、厚く御礼申しあげます。 

 また、再任・新任の役員の皆さまからは、ご協力賜りますようお願い申しあげます。 

   

  
                             ◎委員長  〇副委員長 ☆監事   【敬称略】 

  団  体  名  氏   名   団  体  名  氏   名 

西 山 地 区 会 長 ◎ 牧野 義文 上山明新館高等学校校長    佐藤 睦浩 

上十日町地区会長 〇 太田 伸夫 上山市立北中学校校長 新 武田 直也 

中十日町地区会長 ☆ 石井 茂吉 上山市立上山小学校 新 遠藤  靖 

上新丁地区会長  安孫子剛宏 民 生 児 童 委 員  片桐 洋子 

北 町 地 区 会 長  山川  茂 はこべの会（高齢者教室） ☆ 田中  徹 

栄 町 地 区 会 長  冨田 義弘 老人クラブ連合会  伊藤 孝子 

美咲町地区会長 新 羽島  博 子ども会育成会  中村 憲史 

沢 丁 地 区 会 長  長岡 道子 青少年育成推進員  中村 憲史 

八幡丁地区会長  荒井 伸一 青少年育成推進員  佐竹 淳一 

仲 丁 地 区 会 長  尾形 孝一 スポーツ推進委員  萩生田祐司 

軽井沢地区会長  山川 庸久 スポーツ推進委員  佐藤 正志 

学 識 経 験 者 〇 鎌上  宏 事 業 協 力 員  佐藤 正志 

学 識 経 験 者  佐竹 瑞夫    

 

                （昨年までは体育委員又は体育行事代表）     【敬称略】 

  地  区  名  氏   名 地  区  名   氏   名 

上 十 日 町  佐 藤  正 志 沢 丁  堀 江  孝 一 

中 十 日 町  安孫子  哲郎 新 湯  小 池  ますみ 

下 十 日 町  枝 松  良 幸 荒 町  高 梨  光 一 

上 新 丁  渋 谷  英 司 八 幡 丁  山 口  幸 二 

下 新 丁  鏡    新 一 仲 丁  児 玉  正 之 

北 町  鏡    陽 一 湯 町  木 村  勝 也 

栄 町  齋 野  幸 男 湯 町 新 道   

八 日 町 １ 新 鹿野内   健 軽 井 沢  堀   利 重 

八 日 町 ２ 新 新 寺   登 御 井 戸 丁 新 村 山  陽 平 

美 咲 町  柏 倉  正 市 新 町  菊田  喜美子 

東 町  稲 毛  陽 一 西 山  斎 藤  正 行 

 

    

   

 

  

 

 

 

 

 

日 時 ５月２９日（土） 午前７時５０分集合 

 午前８時から午前９時 

集合場所 中部地区公民館ギャラリー 

内   容    公民館内、外の清掃 

持 ち 物 清掃用タオルを１本、上履き 

公民館運営委員 
事業協力員会 
公民館大掃除 
◎ご協力いただける方は５月１９日(水)までご連絡ください。 



西山を散策しながらスマホ活用術 

キックベースボール開催       のお知らせ 
５月 16日(日)にキックベースボールの講

習会を行います。 

 詳しい事は公民館まで連絡をください。 

◍５月の中部地区百歳体操はお休みいたします。 

◍５月の中部地区英会話愛好会はお休みいたします。  新型コロナウィルス感染拡大防止のた
め、公民館で行う事業など、公民館に来

館する時はマスクの着用をお願いします。 

 

                   
日 時 ５月２９日（土） 午前９時２０分集合 

集合場所 中部地区公民館 ギャラリー 

対 象 者 中部地区在住の方（出来れば１回目のスマホ教室に参加した方） 

参 加 費 無料 

持 ち 物 スマホ、飲み物  （雨天の場合は上履き、１時間程度の講演を行います） 

申込締切 ５月２１日（金）             
  
 

 

 

 

 
 

 

 

日 時 ５月２０日（木） 午後１時３０分から午後３時３０分まで 

場 所 中部地区公民館 会議室１、２ 

対 象 者 中部地区在住の方 

定 員 １０名 

参 加 費 無料 

持 ち 物 スマホ、筆記用具、飲み物、上履き 

申込締切 ５月１３日（木） 

日 時 ５月２９日（土） 午前９時２０分集合 

集合場所 中部地区公民館 ギャラリー 

対 象 者 中部地区在住の方 

参加料 無料 

持 ち 物 タオル、飲み物 （雨天の場合は上履き） 

申込締切 ５月２１日（金） 

１１日(火) はこべの会開級式 １回目 

１２日(水) はこべの会開級式 ２回目 

 〃 事業協力員会 

１４日(金) 第１回中部地区会長会 

１６日(日) キックベースボール講習会 

１７日（月） サポーター会議 

１８日(火) 短歌愛好会 

１９日（水） はこべの会サロン 

２０日（木） スマホ教室 １回目 

２６日（水） 俳句愛好会 

２９日（土） 第１回公民館清掃 

〃 サポーター会視察 

〃 スマホ教室 ２回目 

〃 ゆっくりウォーキング西山 

スマホ教室 
１回目 写真撮影の仕方・マンツーマンで疑問解決 

ゆっくりウォーキング西山 はこべの会 ５月のサロン 

☆ポーランド国際交流員との 

交流フェア 

日 時  ５月１９日（水）午前１０時から 

場 所  中部地区公民館多目的ホール 

参加費 １００円 

申込み  中部地区公民館まで 

締切り  ５月１４日（金） 

＊健康ポイント対象事業・20P付与  ５月の予定 ＊健康ポイント対象事業・20P付与 

２回目 



『城廻り』シリーズ２． 城西廻り（６） 鶴脛町 「千本槍橋、湯尻橋、御井戸丁」 のこと                                 
 

NO.５９ 

水岸山観音寺 住職  鎌上 宏 

今回は鶴脛町です。町の名は鶴脛之湯の伝承

由来と思われます。 

 明治４年（1871）廃藩置県で上山藩は上山県

（三ヶ月半）、その後山形県第五区（旧郭内＝

鶴脛町）、その後第二大区（小一区）になり、

明治９年（1876）山形県（鶴脛町など第一大区

第七小区）に括られます。明治２２年（1889）

帝国憲法発布後に市町村制で上山町となり、明

治２９年（1996）鶴脛町、十日町、二日町、新

丁などが合併、昭和２９年（1954）には西郷、

本庄などを併せ上山市が誕生しました。住居表

示は昭和５９年から順次鶴脛町字
あざ

丁
ちょう

名を分離

し表示替えしていきます。 

 『上山見聞随筆』に「郭内十五字丁」の言葉

があり、これを「鶴脛町と称す」と述べていま

す。郭内とはお城廻りで、仲丁、荒町、天神丁、

八幡丁、赤山丁、軽井沢、御井戸丁、鏡橋、城

北丁、切通、木下丁、沢丁、漉屋、新町、湯町

からなり、お城廻り六ヶ村は十日町、二日町、

北町、裏町、長清水村、河原期
か わ ら ご

村でした。 

 古代中国の城は壁で囲い、朝夕に農民の出入

りのため城門を開け閉めしました。日本では長
おさ

が御
お

館
やかた

、お城に住み、農民・庶民は館を囲むよ

うに生活し外壁はありませんでした。城郭の城

は内城、郭は外城と理解できます。「郭内十五

字丁を合して鶴脛町」の記述はそれによるもの

でしょう。 

  廃藩置県以後、現代にかけて人口増により鶴

脛町（地名）は大字、旧丁が分離、又、分離せ

ず残るところがあります。この鶴脛町について

考察します。 

 まず、「千本槍橋」です。松山町は昭和５０

年１０月に分離、表示を改めました。鶴脛町・

新湯と松山との境は荒町川で、その沢庵坂を下

って郭内に入る橋が「千本槍橋」です。『上山

見聞随筆』に「橋の名あるは千本槍橋」と（だ

け）書かれています。５ｍに満たない橋で、戦 

のあった頃の名残でしょうか、攻める際か退却

する際に兵の槍を束ねて俄拵えで橋を架けたの

かと想像するとまた楽しみも膨らみます。 

次に、下大湯前の「湯尻橋」です。湯尻川が観

音坂を下って昔のお堀川（三島丁、川なり橋）

と合流し、旧滝沢屋旅館の下をくぐるところ（も

と馬湯）に架かる橋（３ｍ弱）です。十日町通

りから城内家中に入る境の橋でした（鏡橋に番

所があった）。『上山見聞随筆』に「（はりが

み）天明八年（1788）湯尻橋大破につき掛け替

えを願い出ました。先年の土橋は手摺りがなく

て夜分は通路不便なので材木を願いでて町方が

懸替えましたが、この度はご普請で大工四人分

と材木を渡されました。人足分は出されなかっ

た」と記しています。元羽州街道で行者が清光

院に手形を求めるためにお堀を越える橋でし

た。 

 次に、御井戸丁の由来です。鶴脛町北東側の

軽井沢・御井戸丁は「正保絵図」（1644年）に

侍屋敷・中間屋敷と記載されています。また「土

岐伊豫守代絵図」（延宝６、1678年）に井戸印

があり、文化１１年（1814）五十嵐于拙絵図で

は小池氏屋敷、又同じ頃の絵図の大井戸丁通り

丸山氏屋敷内に井戸が画かれています。浅野氏

が描いた明治維新頃の模写図には杉原加兵衛屋

敷内に井戸印があります。現在、杉原電化プラ

ン店内に蓋された井戸が残っています。この井

戸は殿様の茶たてに献ぜられたと伝えられま

す。鷹取山伏流水が飲用水として用いられたの

でしょう。この井戸のある地域を軽井沢と同じ

平成２年（1990）に分離、昔の通り名により御

井戸丁と称するようになりました。 

（※写真はありません。史跡を確認してみると

興味もそそられます。） 

※参考文献 「上山市史」、『見聞随筆』（市史資料⑱）、各

城下絵図資料、平成２９年上山市資料（数字で見るかみのやま） 



日頃からどのような準備をし

ておけばいいのか、災害発生

時にどのように行動するかを

再確認し参考にしてください。 

久しぶりだねー 
５月１１日（火）、１２日（水）、２回に分けて、令和３年度はこべの会（高齢者教

室）の開級式と第１回学習会が行われました。２月の閉級式以来、数か月ぶりに

顔を合わせる会員の方も多く、３５名の参加者が久しぶりの再会を笑顔で喜びま

した。コロナ禍でなかなか外出できない状況にあるなかで、公民館に足を運び会

話をすることにより、運動不足解消と心のリフレッシュができたようです。  
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 第１回学習会では、「高齢者の防災対策と災害時の
対処方法」と題して、上山市庶務課危機管理室職員の

方を講師に防災講座を開催しました。近年の災害にお

ける高齢者の被災状況の報告を受け、東日本大震災に

おいては災害による死亡者の７割近くが６０歳以上の高

齢者の方で、災害後の関連死に到っては９割であると

お聞きし、高齢者は災害への備えが特に重要であると

再認識しました。上山市防災ファイルを参考に進めてい

ただきましたが、質疑では「災害情報を迅速に入手する

よう言われても、スマホもインターネットもない人はどうす

ればいいのか」、「川と川に挟まれた地域で逃げ遅れた

場合はどうすればいいのか」など切実な質問が出され

ました。防災ラジオや広報車などでも情報入手が可能

であること、逃げ遅れたらできる限り高いところに垂直

避難すること、動揺してパニックにならないように日頃か

ら準備することが大切であるとお聞きしました。 

 

講師の佐藤さん 



５月１６日（日）に管内の子どもさんを対象に、キ

ックベースボール講習会を生涯学習センターのグ

ラウンドで行いました。講師には、中部地区公民

館地域づくり推進員の佐々木壽さんから指導を

受けました。  

本事業は、青少年育成事業の一環として中部

地区管内の子ども会育成会の会長の皆さんから

ご協力を得て、今年度初めて開催した事業で、１４

名の子どもさんと保護者、スタッフ総勢３８名が参

加し行われました。  

最初はルールが分からないところもあり

ましたが、コロナ禍でなかなか思い切り遊べ

ないこの時期に、のびのびとボールを蹴り、

楽しんでおりました。 

保護者の皆さんからは、「子どもたちが楽

しそうに参加していたので良かった」「高学

年はルールが分かって良かったが、低学年

には難しかった」などの感想をお寄せいただ

き、ほとんどの皆さんから「また参加したい」

とご意見をいただきました。 

・ 募集期間  ６月１０日(木)～６月３０日（水） 

・ 対    象  中部地区在住の方 

・ 作   品   自由詠 

・ 投 稿 数  一人二首以内 

・ 選    者   鎌上純子先生 

・ 用    紙  指定の用紙はありませんが、公民館でも準備しています。 

詳しくは、隣組回覧をご覧ください。 

◎小中学生の部、一般の部で募集します。 

応募お待ちしております。 
 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短歌 通信大会 



６月の予定 

健康ポイント対象事業 20P付与 

日  時     ６月２５日（金）午前９時３０分 

場  所    中部地区公民館 

対  象    中部地区在住の方 

講  師    西郷地区公民館職員 

参加費    ５００円（材料代） 

募集人数   １０人（定員になり次第締め切ります） 

申込受付   ６月１０日（木）午前９時～   申込締切 ６月１８日（金） 

持ち物    上履き、飲み物、必要な方は老眼鏡 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２日 

４日 

(水) 

(金) 

はこべの会 美化活動 

上山城周辺清掃 

７日 （月） 防災講座 

１５日 (火) 短歌愛好会 

１７日 （木） はこべの会サロン 

    坊平ハイキング 

２３日 （水） 街歩きウォーキング(坊平)① 

 

２５日 

 

(金) 

俳句愛好会 

七宝焼き教室 

３０日 （水） 通信大会（短歌）締切 

はこべの会 
６月のサロン 

初夏の坊平高原ハイキング 
６月の百歳体操、英会話はコロナウイル

ス感染拡大防止のため休みになります。 

街歩きウォーキング（坊平）① 

新緑の美しい季節です。みんなで自然を

満喫しましょう。 
日   時   ６月２３日（水） 

集合場所  中部地区公民館 

集合時間  午前９時００分 

ガ イ  ド   佐藤正志さん 

対   象  中部地区在住の方 

参 加 費   無料 

募集人数  15人（定員になり次第締め切ります） 

申込受付  ６月１０日（木）午前９時～ 

申込締切  ６月１６日(水) 

服   装  マスク、歩きやすい靴、帽子   

持 ち 物   飲み物、タオル、雨具 

※移動は往復シャトルバスを利用します。 

公民館帰着は１２時５０分頃の予定です。 

日   時   ６月１７日(木)       

午前１０時～午後３時３０分 

集合場所   中部地区公民館 

参 加 費   300円（軽食代） 

申込締切   ６月１０日（木）午前中 

募集人数   ２０人 

    

街歩きウォーキング(西山ホタル)② 
健康ポイント対象事業 20P付与 

蒸し暑い夏の夜、幻想的な光を放つホタル

を観に行きませんか？ 

日   時   ７月３日(土) 

集合場所  中部地区公民館 

集合時間  午後６時５０分 

ガ イ ド  西山地区会長 牧野義文さん 

対   象  中部地区在住の方 

参 加 費  無料 

募集人数  １５人（定員になり次第締め切ります） 

申込受付  ６月１０日（木）午前９時～ 

申込締切  ６月２８日（月） 

服   装  散策しやすい服装 

持 ち 物  懐中電灯 

 詳しくは、隣組回覧をご覧ください。 

七宝焼き教室 

今回の作品は少し大きめのペンダントです。フリット法で製作します。 

色見本は公民館に準備してありますので、お声掛けください。 

今回は、このような形

になります。 
 

公民館事業に参加する際は、かならず

マスクの着用をお願いします。 

 



『城廻り』シリーズ２． 城西廻り（７） 「天神丁」①   
（「上山見聞随筆」付図集 長禄二（1458）～天文（1533頃）年間月岡城略図、

下方に月岡城） 

時なし。これは武衛氏のせいとかや。

今の上山月岡のお城これなり」と記

載されています。 

この伝承を考証すると、天神坂古

道は中世の高楯城麓の東裾民家散在

する古道ではなく、松山からやや東

に下った千本槍橋を経由して現湯

町・寿仙寺方面に至る古道の道筋だ

ったことを示しています。 

                              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.６０ 

水岸山観音寺 住職  鎌上 宏 

上山の城中に関わることに触れていきます。

今回は「天神丁」です。 

天神さまは「通りゃんせ」の童謡（七五三参

りのわらべうた）で知られています。 

「通りゃんせ 通りゃんせ ここはどこの細

道じゃ 天神さまの細道じゃ ちっと通して下

しゃんせ 御用のない者通しゃせぬ この子の

七つのお祝いに 御札を納めに参ります（後

略）」。子供が七歳に成長するまで守ってくれ

た天神さまへのお礼参りと、お守り札の返納に

行くというわらべ歌です。その天神さまとは平

安時代初期の学者・詩人で右大臣として国の政

務を統轄した菅原道真
すがわらのみちざね

のことです。道真は万能

の聖人で人望あり活躍しましたが、政敵にやっ

かまれて太宰府天満宮に左遷されそこで亡くな

りました。京の都では落雷、貴人の病死が続き、

道真公の祟りではないかと畏れられ、その無実

の霊を慰撫するために天暦元（947）年に北野社

（北野天満宮）に学問、至誠、芸能、厄除けの

天神さまとして祀られ篤く信仰されてきまし

た。上山にも天神丁があることは、そのいわれ

を汲む歴史があることになります。 

 やや枝葉に分かれて錯綜しますが、ここでは

天神さまにかかわることを掘り下げていくこと

にします。武衛（上山）良房が伊達勢より奪取

した亀ヶ岡山（虚空蔵山）の高楯城を、その子

義忠が天文４（1535）年に現在の月岡に築城し

たと伝えられます。月岡はもと天神森と称し天

神さまが祀られていました（高楯城の東直下山 

麓に〝天神森〟という地がありますが、月岡天

神森との関係は不明です）。月岡城が築かれる

と、もとあった天神宮は土門西山側に廣福寺が

あったのでその境内に遷座することになりまし

た（「廣福寺境内天満縁起」）。廣福寺を天神社

別当としたのです。 

 さて、その天神森に天神さまが祀られたいわ

れになります。源頼朝氏は鎌倉幕府を開設

（1192）する際に荘園租税制を改めるため全国

に「守護」「地頭」を任じ、羽州村山郡に権臣大

江廣元
ひろもと

を配しその後に嫡男の親広は寒河江氏の

祖になります。天神森の話は１２世紀末に大江

廣元が寒河江荘に下向するときの伝承に始まり

ます。 

『上山見聞随筆』に述べます。「鎌倉右大将

家（頼朝）の時に大江廣元、出羽の守護職に任

ぜられ寒河江の郷へ下向の時、上山を過ぎたま

ふ折がら夏日の炎熱に堪えがたくしてひとむら

の松陰に立寄りしばらく憩った後に旅立とうと

した時、松枝に掛け置いた守り神（天神さま）

が重く盤石のように動かなかった。御神体は祖

先匡房
まさふさ

卿
きょう

より伝わってきた菅公（菅原道真公）

御自作の神体なり。廣元はつらつら考えるにこ

の地はまさしく聖廟の神慮に叶ひてかかる奇瑞

をなさしめたのだろうと工匠に命じてここに社

を建てて神領を寄附なさった。しかるに三百余

歳を経て天文の頃に天神森に築城のため廣福寺

の境内に天神社を遷座し、森々たる社壇の朱の

瑞籬
みずがき

はお城の櫓
やぐら

に代わって今は金鼓の声止む

参考資料 「市史」（上）、『上山見聞随

筆』並びに付図集、『上山郷土史抄』など 
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５月２９日（土）、「ゆっくりウォーキング西山」と題し、３つの

事業合同で西山の散策を楽しみました。牧野義文さんにウォーキ

ングガイド、佐々木壽さんにスマホ教室の講師を務めていただき、

２班に分かれて行動しました。どちらの班もヒメサユリに癒され、

爽やかな風と森林浴でリフレッシュできました。 

スマホ教室では撮影方法、メール送信方法などを学習し、公民館

にメールを送りました。届いた花の写真は、公民館ギャラリーに７

月９日まで展示しています。ぜひご覧ください。 

お気に入りの草花

をスマホで撮影中 

・一般講座 

スマホ教室（野外活動） 

・体育レクリエーション事業 

ゆっくりウォーキング 

・サポーター会 

視察研修 

合同開催 

５月２９日（土）、前年度利用実績

で５回以上利用の団体の方と地区ボ

ランティアの方にご協力いただき、

公民館内外の大掃除を行いました。

日々の掃除では行き届かない箇所を

中心にエアコンのフィルターやガス

コンロ、駐車場側溝の草むしり、窓ふ

きなど隅々まで丁寧に掃除していた

だきました。１時間弱の掃除でした

が、真っ黒になった雑巾と集まった

ゴミ袋を見ると、多くの方の協力な

しでは成しえない活動だと改めて感

じました。ありがとうございました。 



 ６月７日（月）「災害発生時の対応」

と題して、庶務課危機管理室の佐

藤政明さんを講師に、防災講座を

開催しました。 

 各地区会長を対象にした講座で、

防災に関する基礎組織、災害発生 

  ６月２日(水)公民館美化活動が行われました。 

これから暑い夏にむけて、赤と黄色のサルビアとマリ

ーゴールドの花が、公民館横の 

通路を鮮やかに、明るく咲いて              

います。小学生の女の子も「きれ              

いだね」と見ていました。 

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行ってきました 

 

 

 ６月８日（火）中部地区管

内の地区会長会で、上山

城周辺清掃活動を行いま

した。 

周辺を清掃したことによっ

て美しい上山城が、尚のこ

と美しさをましたような気が

します。 

朝の貴重な時間を使い、

清掃をしてくださった地区

会長のみなさん、ありがと

うございました。 

令和３年５月２０日から 

避難
ひ な ん

指示
し じ

で必ず避難
ひ な ん

 

避難
ひ な ん

勧告
かんこく

は廃止
は い し

です 

警戒
けいかい

レベル ４ 

時の初期対応などを学びました。 

日頃から災害に備え自分でできること、地区でできることをしっかりと

準備することの大切さを再確認しました。 

美化活動 
６月サロン（坊平 ハイキング） 

 ６月１７日（木）６月のサロンで坊平ハイキ

ングに行ってきました。雨が降ったり、止ん

だりを繰り返していましたが、体一杯、新鮮

な空気を吸い、久しぶりに 

会った友人達との会話も 

はずみ、心も体もリフレッ 

シュできました。 

全員が避難しましょう 



 

宿場、鶴の湯など郷土の歴史を学びます  

 

 

 

日 時  ７月２６日（月）  

  午前８時１５分 スタッフ集合 

  午前８時３０分から 受付開始 

  午前８時５０分から 開会式 

  午前９時１０分から 競技開始 

場 所  生涯学習センターグラウンド（雨天の場合はピロティー） 

対 象  中部地区在住の方  

参 加 費  無料  

持 ち 物  帽子、タオル、必要な方は飲み物 

申込締切  ７月１５日（木） 

そ の 他  動きやすい服装でご参加ください 

  用具をお持ちでない方は公民館で準備します 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  ７月１３日（火）午前１０時から 

場 所  中部地区公民館 

対 象  中部地区在住の方 

参 加 費  無料 

持 ち 物  筆記用具、必要な方は飲み物 

申込受付  ７月５日(月)から 

定 員  ２０人（定員になり次第、締め切ります） 

中部地区公民館対象地区 

上・中・下十日町、上・下新丁、北町、栄町、

八日町１．２、美咲町、東町、沢丁、新湯、荒

町、八幡丁、仲丁、湯町、湯町新道、軽井

沢、御井戸丁、新町、西山の２２地区です。 

７月の予定 
７月 ３日（土） 街歩きウォーキング② 

          （西山、ホタル観賞） 

   １３日（火） 上山城学芸員講話 

   ２１日（水） はこべの会サロン（健康講座） 

   ２６日（月） グラウンド・ゴルフ大会 

   ２９日（木） 第４回指定管理移行準備

委員会 

★２６日(月)、午前中は公民館行事のた

め、職員不在になります 

★７月の百歳体操は８日・１５日・２９日です 

参加お待ちし

ております 
高齢者教室 

・フレイル予防の講話です 
・健康講座とサロンの共催事業

になります 
日   時  ７月２１日(水) 

        午前１０時から 

場   所  中部地区公民館  

        多目的ホール 

参 加 費  無料 

申込締切  ７月１５日（木） 

募集人数  ２５人 

公民館事業に参加する際は、上

履きの持参、マスクの着用をお

願いします 
グラウンド・ゴルフ大会 



『城廻り』シリーズ２． 城西廻り（８） 「天神丁と八幡丁」②   
篤志の方が興福寺跡地

内の自邸屋敷に天神宮

を祀り４月２５日に祭

禮を行っています。八幡

堂川、八幡丁は秋葉山口

の八幡社からきている

と思われますが、鶴脛二

丁目西天辺にご神木と

ともにありました。現在

は石碑「八幡宮」が個人

宅に祀られています。 

                              
 

 

 

 

 

NO.６１ 

水岸山観音寺 住職  鎌上 宏 

また天神様のいわれについて『見聞随筆』に

別説が続けて由来が記されています。 

 「武永義忠氏が初めてお城を築いて居地とし、

往古よりあった天神社を毀
こぼ

ちて神体は城の乾
いぬい

（北西）にあった八幡の社に久しく祀っていた

のですが、延寶二（1674）年２月１４日廣福寺

境内に小社を建て移し奉りました。宝暦九

（1759）年の神社記には、家中地八幡神社は寛

永（1624）年中土岐山城守様御代勧請とありま

す。天文四（1535）年築城のとき天神様を北西

にある八幡社に移し奉るとあるので、八幡社は

往古よりあったのを土岐侯御代に再建せられた

ということなのでしょう」と記しています。 

 全国に祀られている八幡社は歴史が古く、第

１５代応神天皇（実在不明）とされ、本宮は大

分宇佐市の宇佐神宮で、東大寺大仏鋳造の御神

託などの事績があって鎮護国家神の信仰が確立

されたとされます。８５１年に分霊が石清水八

幡宮に祀られるころ、神仏習合（本地仏は阿弥

陀如来）し王城鎮護として尊崇を集めて伊勢神

宮と並び称されるようになり、鎌倉幕府が成立

すると武勇神として全国に八幡宮が創設されて

いきました。 

一説には月岡中央に天神、その東に八幡が祀

られていたとあります。鷹匠町尼池の元若宮八

幡との関係は詳らかではありませんが、八幡様

も全国の流れに沿って上山に祀られたと考えら

れます。 

 さて、前号で紹介した天神様由来と今回の同

じ『見聞随筆』の記述が食い違うところがあり、

『見聞随筆』にはこの点を「古記にそのかみ月

岡城の本丸に祀りしをのち八幡堂に移し奉り、

その後延宝２（1674）年２月１４日廣福寺境内

に遷宮ありしなりとあり」と付加していますの

で両方の記載を正しいと設定して時代順に再整

理しますと、 

①１２世紀末に月岡に大江
おお え

廣元
ひろもと

により天神社が

祀られた。 

②1535年武
ぶ

衛
えい

義
よし

忠
ただ

が月岡（天神ノ森）に城を築

き、天神社は廣福寺に遷座した（「廣福寺縁起」）。

③〔細説〕1624年土岐頼行侯が入封し八幡神社 

を再建・勧請し、廣福寺境内の天神社を八幡神

社に遷座した。 

④〔別説〕本丸に祀られていた天神尊を延宝２

（1674）年２月２４日天神社を廣福寺境内地に

遷座した（「『見聞日記』付加事項）となりま

す。 

さらにこれに〔後日譚〕が続きます。「天満宮

の来歴は幾星霜を経てご神躰も失はれました。

文政四（1841）年松平信行公が大坂加番の折り

に五十嵐柔兵衛氏が御用で上京しその折り北野

（天神）社へ参詣したときのことです。繁って

いた北野千本松の鶴・亀松の亀松の神木を五十

嵐柔兵衛氏がいただき、京の仏師に頼みて唐渡

天神（菅原道真は遣唐使に選任、実際は入唐せ

ず渡唐天神と称された）丈一寸の小像を彫り廣

福寺天神社にお納めになった」と記されていま

す。 

 天神様は菅原道真公（845年～903年）在世当

時から敬われ、時代の縁あって上山天神森に祀

られ、築城のため城西の廣福寺境内地（又は八

幡神社を経て廣福寺）に遷座、八幡様も天神丁

と同じく字
あざ

地名として八幡丁の名を歴史の記憶

として残しているのです。 

 現在、明治の御一新を機に上山城は廃城とな

ると、城址に明治１１（1878）年４月に藤井松

平氏先祖（利長・信一侯）を祀る月岡神社が建

立され、天神様も合祀されたとのことですが、 

参考資料 「市史」（上）、『上山見聞随筆』並びに付図
集、『上山郷土史抄』、『春秋上山』（２号～上山城物
語）などによりました。 

（道服をまとい梅枝 

を持つ渡唐天神公図） 



 今年度の体育レクリ
エーション事業では、４

回の街歩きウォーキン

グを開催予定。各回と

も地区の方にガイドを

依頼しておりますので、

興味深い話が聞ける絶

好の機会です。 

コース説明中                                  
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７月３日（土）、２回目のウォーキングはホ

タル観賞のため西山に向かいました。中部

地区公民館では初めての夜間事業であり、

不安もありましたが、西山地区会長の牧野

義文さんのガイドで無事に終了できました。 
明るいうちに公民館を出発し、八幡堂川に

沿って歩きながら所々で西山の自然につい

て説明を受けました。「西山は沢山の生物が

生息できる豊かな環境であり、ホタルは里山

環境のバロメーターでもある。この環境は後

世に残すべき大切な宝である」とお聞きしま

した。お勧めポイントでは暗闇の中で飛び交

うゲンジボタル、ヘイケボタル、ヒメボタルを

沢山観ることができ、とても感動しました。 

６月２３日（水）、１回目のウォーキングはグリーンエコー号

に乗って坊平の散策に出かけました。連日の雨で天候が心

配されましたが、晴天に恵まれ予定通りのコースを回ること

ができました。事業協力員長の佐藤正志さんのガイドで、グ

リーングラウンドからクロカンコースを中心にキャンプ場や観

鳥舎など、芝生やウッドチップ敷の歩きやすいコースを２時

間かけて歩きました。途中、草花や樹木の説明もしていただ

き、ゆっくりと散策できました。「気軽に来られるし、足腰にも

優しいコースで大満足だ。今度は季節を変えてまた来てみた

い」と感想をいただきました。 



７月１３日（火）に上山城郷土資料館

学芸員の長南伸治氏を講師に招き、

「歴史探訪 上山城下とその周辺」と題

し、郷土の歴史に関する講座を開催し

ました。 

５７０年前(室町時代)から１２０年前

(明治３４年)までの７枚の上山略図で、

かみのやまが形成されていく移り変わ

りに、参加者の皆さんは、興味深く聞き

入っていました。また絵はがき、古写

真、ポスターなどの貴重で珍しい資料

の数々に感心し、「昔の上山の状況を

興味深く拝聴できた」「大変勉強になっ

た」「さらに詳しく聞きたいので企画して

ほしい」などの感想をいただきました。 

７月から百歳体操を再開しました。約半年ぶりだったので掛け声に合わせ、思い出しながらの体

操でしたが、百歳体操の時間は楽しく終わりました。 

休みの間、自宅で復習をしていた方もいたようです。感想を聞くと、「ずっと待ってたのよ」、「疲

れた。でも楽しかった」、「もう、休みにしないでね」などという感想を聞くことができました。 

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿部美希推進員 

須田恵美推進員 

６月２５日（金）、七宝焼き教室を行い

ました。 

今年は、ハート、まる、しずくの３種類

の形から好きな形を選び、少し大きめ

のペンダントを作りました。 

毎年参加している方も何人かいて

「何度参加しても難しい。けど、楽しい」「また同じものを作りたい」などと感想をいただきました。 

コロナ禍の中でも、出来る事を見つけ楽しい時間を過すことができました。 

長南伸治学芸員 

真剣に学んで

ます 
 

世界にひとつ、

自分だけの素敵

な作品 

 

百歳体操 再開 しました 



 

8月のサロン 

健康ポイント対象事業 20p付与 

ヤクルト健康講座 

 ５日（木） 

２４日（火） 

２５日(水) 

２７日（金） 

第１回地域づくり委員会 

第３回街歩きウォーキング 

はこべの会サロン 

レカンフラワー教室 

 

 

 

 

 

 

 

    

      

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 ８月２４日（火）  

 午前１０時から正午  

集合場所 中部地区公民館 駐輪場  

ガ イ ド 運営委員会副委員長 鎌上 宏先生  

対 象 中部地区在住の方 

参 加 費 無料 

持 ち 物 マスク着用、帽子、タオル、飲み物 

申込受付 ８月３日(火)  

定 員 １０人（定員になり次第締め切ります） 

そ の 他 動きやすい服装 

日 時 ８月２７日(金) 

 午前９時３０分から正午 

場 所 中部地区公民館 多目的ホール 

講 師 レカンフラワー本部講師 佐竹京子先生 

対 象 中部地区在住の方 

参 加 費 1，000 円（材料代）当日集金 

持 ち 物 マスク着用、上履き、ハサミ 

 必要な方は飲み物、老眼鏡 

申込受付 ８月３日(火) 

定 員 10 人（定員になり次第、締め切ります） 

日   時  ９月１５日（水） 

  午前９時３０分から正午 

会   場  生涯学習センター 体育館 

講   師  フライングディスク  笹原京子先生 

  輪投げ         佐竹絹子先生 

対   象  中部地区在住の方 

参 加 費  無料 

持 ち 物  マスク着用、内ズック 

  タオル、飲み物 

申込受付  ８月３日（火） 

申込締切  ８月３１日（火） 

定 員  ２５人（定員になり次第締切ります） 

中部地区公民館対象地区 

上・中・下十日町、上・下新丁、北町、栄町、八日町１．２、美咲町、東町、沢丁、新湯、荒町、八幡丁、仲丁、

湯町、湯町新道、軽井沢、御井戸丁、新町、西山の２２地区です。 

8月の予定 

公民館事業に参加する際は、コ

ロナウイルス感染拡大防止のた

め上履きの持参、マスクの着用

をお願いします 

第３回街歩きウォーキング 

今回は夏の花を使用して作るレカンフ

ラワー教室です 
日   時   ８月２５日（水） 

         午前１０時から 

場   所   中部地区公民館 

         多目的ホール 

参 加 費   無料 

申込受付   ８月３日(火) 

申込締切   ８月１９日(木) 

定   員   ２５人 

 

今回の当番は、新湯、荒町、西山 

湯町、仲丁、軽井沢、御井戸丁の 

みなさんです。 

当番の方は９時４０分集合です。 

８月 

☆ ８月の百歳体操は 

      ５日、１２日、１９日、２６日です 

どちらの種目も個人戦になります 



『城廻り』シリーズ２． 城西廻り（９） 「廣福寺」   
暦十（1760）年１０月２５日付）は寺の不明を

少し補っています。延享三（1746）年に廣福寺

南の畑（現在の県道狸森線道路まで）一反余を

「天神の毎年の祭礼料、維持料として寄附」、

更に宝暦十（1760）年愛宕堂の北側山根一帯（現

在字八幡丁）を「天神へ寄附」と証しています。 

 当時は享保十七（1732）年に藤井松平第八代

（上山藩二代）長恒侯病弱により信濃松平伊賀

守忠昭五男信将
のぶまさ

が養子で家督を継ぎます。延享

二（1745）年８月楢下山津波、上山大洪水。延享

三（1746）年１月十代信
のぶ

享
つら

誕生、凶作、延享四

（1747）年５月見ル目原一揆発生。宝暦七（1757）

年は長雨、大洪水のために幕府から三千両を借

財。宝暦十一（1761）年信将侯五度目の大坂加

番中死去があり、藩財政は窮乏しつつありまし

た。天神様を尊崇し加護を祈る情況だったので

しょうか、廣福寺への土地寄進の理由は不明で

す。その後、廣福寺は文化六（1809）年藩校舎を

経て旧字名「廣福寺跡」として名を残すことに

なりました。 

絵図冒頭（拡大図） 

絵図は上側が西山、下がお城 

                              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.６２ 

水岸山観音寺 住職 鎌上 宏 

  前回まで旧字天神丁、八幡丁のいわれを見て

きました。その歴史には月岡のお城築城と「廣

福寺」が関わっていました。さて、脇役である

廣福寺ですが、『見聞随筆』の付図集「第一図

長禄年間上山礦泉発見ノ地況略図（最も古い絵

図）」に「高楯（元山城の地）」「月岡天神」

「礦泉出口（鶴脛源泉湧出地）」や「法界寺」

「八幡社」とともに描かれています。しかし、

廣福寺の縁起について正面から取り上げている

記述がありません。今回は、この廣福寺につい

て考察します。 

 廣福寺は城西の土門（元大手門）の西に境内

地がありました。正式名称を「池澤山
ちたくさん

究竟院
くぎょういん

廣

福寺」といいます。山号、院号名を持つ真言宗

の由緒ある古刹のようです。お城が月岡（天神

森）に築城される天文年頃にはすでに寺があっ

て天神宮遷座に廣福寺が選ばれます。築城後約

300 年後の藩士子弟教育の使命を受けて松平

信行候により藩校天舗館が文化六（1809）年廣

福寺に間借り開校し、独立藩校明新館が天保十

一（1840）年に開校するまで３０年余子弟教育

が行われました。堂宇が広かったと推察されま

す。文化七（1810）年高仙寺書状に廣福寺潮山

（住職？）お国替え折りに順行院と共に御供に

去ったとあります。潮山とは誰で誰のお供なの

か定かではありません。以降衰微し明治五年頃

に寺は廃されました。 

ここに藩庁作成の一枚の絵図（初公開図）が

あります。この「改方役所」印を押した絵図（宝 

参考資料 『上山見聞随筆』並びに付図集、

『池澤山廣福寺絵図』、文化財高瀬元専門

員、荒木現専門員の解読によりました。 
 



                                 
 

第１２７号 
令和 ３ 年 ９ 月 １ 日発行 

上山市中部地区公民館 

上山市十日町４番１１号 

TEL/FAX ６７３－２５８８ 

◆ 小雨決行。雨具をお持ちください 。 
◆ 雨天の場合は、生涯学習センター体育館にて、〇×クイズとフライングディス
クを行います。（内履きをお持ちください。） 

◆ 例年実施していましたゴール後の交流会は、新型コロナ感染対応のため、実
施いたしません。     詳細については隣組回覧をご覧ください。 

【宝さがし対象地域】（管内西部地区） 

 

 
軽井沢、八幡丁、西山、荒町、
仲丁、湯町の６地区 

  

チェックポイントを回り、ク
イズに答えながら地域の宝
を沢山見つけるラリーで
す。(^^)/ 

参加賞あり！ 
参加費 
中学生以上 

１人２００円 

（当日集金） 
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9月の予定 

地域おこし協力隊員の目から見た上山市 

日   時  ９月２２日（水）午前１０時から 

場   所  中部地区公民館 多目的ホール 

講   師  大下由美氏 

参 加 費  無料 

申込締切  ９月１６日(木) 

募集人数  ２５人 

優 勝  吉田眞智子さん 

第２位  大澤 静子さん 

第３位  五十嵐美子さん  おめでとうございます 
 ７月２６日（月）、中部地区公民館グラウンド・ゴルフ大会が開催されました。昨

年に引き続きコロナ禍の中での開催となりましたが、参加者のみなさんは暑さに

もまけず、息苦しいマスクをものともせずホールインワンを狙いプレーしました。 

狙ったところにボールが転がらず、そのたびに笑い声や元気な声が飛び交って

いました。 

 昨年よりは緩和したとはいえ、まだいろいろな制限がありますが、青空の下た

くさんの汗をかき、笑ってストレス解消になりました。 

 成績は上位を女性３人が独占し、大きな拍手と歓声があがりました。 
 

 ３日（金）  はこべの会 研修 ① 

１０日（金）  はこべの会 研修 ② 

１５日（水）  フライングディスクと輪投げ大会 

２２日（水）  はこべの会 サロン 

３０日（木）  第４回街歩きウォーキング 

 ９月の百歳体操は 

         ２日、９日、１６日、３０日です 

募集期間  ９月１日(水)から１０月２０日(水) 

対   象  中部地区在住の方 

作   品  題、季節は問いません 

投 稿 数  一人二句以内 

選   者  上山俳句協会会長 佐藤権一郎さん 

用   紙  指定の用紙はありませんが、公民

館でも準備しています。 

   詳しくは隣組回覧をご覧ください 

日    時  ９月３０日（木）午前１０時から 

対    象  中部地区在住の方 

ガ イ  ド   木村勝也湯町地区会長 

参 加 費   無料 

持 ち 物   帽子、タオル、飲み物 

申込受付   ９月３日(金)から 

定    員   10人 

そ の 他   動きやすい服装  ８月１４日（土）、２回の火災報知器誤作動では、近隣の皆様に大変なご迷惑をおかけいたしました。
大変申し訳ありませんでした。 

参加者募集 
当番は新町、新

丁、北町、十日町

の皆さんです 



シリーズ  『城廻り本丸』 （１）   
さて、「上山城跡」の地層のことです。 

市教育委員会が上山城跡を発掘調査しまし
た。報告書はまず上山城跡のことを俯瞰してい
ます。「上山城は、上山盆地の西部に連なる丘
陵地の一部で、上山城の東側崖下を流れる前川
と西側の崖下の大沼・牛沼は天然の外堀にあた
り、南・北側は段丘がとぎれて小川が流れ、あ
たかも独立した丘状となっている要害の地。市
街地から２０ｍほどの急な坂を登り平山城の旧
本丸（＊標高１９６ｍ）にたつと、城のすぐ下
は、山形・米沢・七ヶ宿に通じた交通の要衝（＊
羽州街道）にあたり、町屋を作るなどの背後地
も広く、城下町政策（＊城下・温泉・宿場）を進
めるには最適な場所であった」。さらに続けて
上山城跡（現上山城駐車場）の地層について述
べています。現在のように平板地ではなく東屋
のある東側地は表土から火山礫（＊岩片）凝灰
岩が７ｍ、その下に凝灰岩（＊火山灰堆積）４
ｍ、駐車場トイレ側は表土から凝灰岩４ｍ、火
山礫凝灰岩７，８ｍ、それぞれ粘土状で数㎝の
安山岩（＊堆積岩ではない火砕流堆積物）質礫
が混じっていたと述べています。また、表土よ
り５ｍ下に透水層があり、４基発掘された城内
井戸や牛沼の関連を指摘しています。 

 遺物・遺構として城跡からは縄文時代前期の
遺構・遺物、平安時代の遺物が発掘され、築城
時の珍しい軒丸瓦・軒平瓦、中国伝来の龍泉窯
青磁破片、国内の磁器や瀬戸が出土し、城が取
り壊されることがあったためか武器や武具など
の遺物は発掘されませんでした。天文四（１５
３５）年に築城されてからの歴史かと考えてい
ましたが、月岡は縄文時代から環境のよい生活
の場だったのです。 

                              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO.６３ 

水岸山観音寺 住職 鎌上 宏 

前回まで歴史が刻まれた地域の地勢・遺物・
古跡について「城廻り１東廻り」、「２西廻り」
を見てきました。しかしシリーズ東、西廻りか
らその中心本丸の御城についてこの度は見てい
きます。 

 まず今回は、上山の地勢についてのことです。
数万年前から２千年前までの数次にわたる蔵王
噴火による酢川泥流は上山の北西地帯の花立地
蔵、久保手にまで達しています。最近の東北中
央道リナワールド下のトンネル掘鑿、また上山
市温泉健康施設建設の地質調査にもその火山噴
火物堆積状況が報告されています。蔵王噴火に
よる爆裂泥流は前川を堰止めましたが、花立地
蔵の丘上ばかりでなく南西の天神森丘（月岡）
崎にも蔵王噴火泥流が及んでいます。このシリ
ーズは上山の地層を述べる目的ではないので、
月岡天神森の丘、上山城が築城された丘につい
て見ていきます。 

 中世までの山城は虚空蔵山頂にあった高楯城
でした。城に通じる古往還はその西山麓を南北
に走る往還で、高楯城が天文四（１５３５）年
に天神森（月岡）に築城された折りは追手門は
西側（土門）に築かれ、由来ある八幡丁、天神
丁や廣福寺がありました。その天神森月岡の地
層は、西山側の久保手から河崎辺りまで蔵王噴
火堆積物の地層が続き、それが三吉山地層（堆
積物）と繋がっていました。繋がっていたとい
うのは、蔵王噴火による爆裂泥流が上山北部一
帯を覆い、前川流水は現在の竜王橋辺りで堰止
められて湖となっていたのです。以後長い時間
をかけて湖面周辺の歴史を刻み、その後盆地と
なって有史の時代となりました。土矢倉古墳、
藤木遺跡など歴史の痕跡は湖水が少なくなった
湖辺だったことを示しています。 

参考資料  
『上山市史・上』『市史別巻』『上

山見聞随筆』『山形大学出版会地質

図』『上山城跡～発掘調査報告書＜

2005 市教委＞』によりました。 

上山の地層図 

 左が蔵王温泉・お釜、上が金瓶、

左が経塚山、虚空蔵山、中央が三吉

山・葉山。蔵王山麓と三吉山、鶴脛

町一帯が同じ地質（酢川岩屑流堆

積物）であることが示されている。 

追記） 公民館だより第１１９号（令和３年１月６日付）地域の宝５６で「湯尻川」について記載

しましたが、用語に曖昧な点がありました。「湯尻川源流」は正式には八幡堂川分岐水「八幡堂堰」

で、鶴之湯（源泉）から湯尻川になります。ご指摘をいただき訂正いたします。 


